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1.日 本研究 の初期

1918年10月28日 、 チェコス ロバ キアが独立共和国 にな って、国 内 の学

問 も大 いに刺激を受 けた。1922年1月 、マサ リック共和国大統領 の提案

で、特別 の法律 によ って東洋研究所が設立 された。設立 の目的 は東 洋研

究の ほか ア ジア諸国 との経済交流発展で もあ った。数年間建物が なか っ

たので、研究所が実際 に活動 を開始 したの は1929年 であ る。同年 、東洋

研 究所 は季 刊誌ARCHIVORIENTA:LNI〔 東洋文庫誌 〕を刊 行 し始めた。

当時、プ ラハ のカ レル大学 では、世界的に有名 な学 者 た ち1)の手 で伝 統

に裏打 ちされ た東洋学 の研究 が続 け られ るかたわ ら、東洋研究所で は新

しい専 門分 野が計画的に確立 され発展 してい った。

チ ェコにお ける本格 的な日本研究 も東洋研究所 で行われ るようにな っ

た。30年 代 に は研究所で 日本 の総領事 が 日本語教室 を開 き、 この教 室 で

　
後 に 日本学 の創始者 にな ったプルーシェック夫妻(Vlasta,JaroslavPru

s6k)が 日本語 を学 び始 めた。同 じ30年 代 にプ ルー シェ ック夫 妻 が東洋

研究所 の奨 学金を得て、 日本 に数年滞在 し、日本語 と日本文学にっ いて

学 んだ。

チ ェコの 日本研究の開拓者 になったプルー シェック2)は元来 歴史 家 で

あ り、極東 文化史、主 に中国の文学 に興味を持 っていた。 日本滞在 中 も

日本 の文学 の ほか中国文学 の資料 を集めた。後に中国文学の研究 に専念

したが、戦 後1947年 にプ ラハのカ レル大学哲学部 の中国 ・日本の語 学 と
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文学 の教授 にな って、大学 で極東研究 の基礎 を作 った。

1939年 にチ ェコにお ける最初 の日本語教科書 を書 いたのは ヒルス カー

女史(VlastaHilska)3)で あ る。 ヒルスカー女 史 はJ.プ ルー シ ェ ック

の先妻で、一 緒 に日本 に滞在 し、日本語 と現代文学 を研究 した。1940年

代 の初 めに、 ヒルスカー女 史 は夏 目漱石 の 「草枕 」、谷 崎潤 一郎 の 「お

艶殺 し」 と芥 川龍之介 の短編六編 を訳 して1942年 に発表 した。この本 は

チェコスロバキ アで は最初の 日本文学作品 の直接翻訳 であ った。 これ よ

り以前 に紹介 され た日本文学作品 は ドイッ語 ・英語 あ るい はフランス語

訳 か らの間接 的翻 訳 で あ った 。 この ほか、 ヒルス カ ー女 史 は詩 人 の

BohumilMathesius(1888～1952)と 協力 して、「万葉集 」 と 「古 今集 」

の和歌 の選集 をチェコ語訳で紹介 した。「水 に書 かれ た詩 」 とい う この

叙情詩的 な小 さな本 は戦争中の暗い時代 に好評 を得 て、今 日まで何 回 も

再版 をかさね た。

30年 代末か らプラハ の東洋研究所付属東洋言語学 校が開かれ、 この学

む

校 で は す で に 戦 争 中 か らJ.Prtis6k,A.Pultrの 講 師 が 日 本 語 を 教 え て い

た 。

2.第 二次世界大戦後 の日本研究

チ ェコス ロバ キア共和国 は1939年3月 にナチ ・ドイ ッ に占領 され、 同

年11月17日 にチ ェコの大学全校が ナチスに封鎖されて、大勢の大学教師 ・

大学生 がナチ収容所 に収容 され 、大学教育 ・研究 は五年以上 も中断 され

た。1945年 の終戦後 に大学 は再開 され、チ ェコの東洋学 も新 しい繁 栄 の

時代 に向か った。

1947年 の秋 か らカ レル大学哲学部で、 日本学 と中国学の講座が出来て、

J.プ ルー シェックが中国 ・日本学 の語学 と文学 の教授 にな り、最 初 の
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学生を四人指 導 し、「竹取物語」・謡典 ・西鶴 の作品な どの 日本文学 にっ

いて論 じ講義 した。

東洋研 究所 は1945年 より、20年 代末以降発行 された 「東洋文庫誌」 の

ほかに、「新東洋」(NovyOrient)と い う月刊誌 を刊行 し始 めた。「東洋

文庫誌 」が主 に研究 家を対象 と した学問的季刊 誌 であ るの に対 し、 「新

東洋 」 はむ しろ一般読者 向けの専門誌 で、ア ジア ・アフ リカの諸国 の文

化 ・歴史 ・社会 などを紹介す る雑誌 である。 この二っの雑 誌 はこの45年

間 日本語 ・日本文化 ・文学 ・美術などを論 じる数多 くの論 文 ・記事 を掲

載 し続 けてい る。

1952年 、チ ェコス ロバキアに新 しく科学 アカデ ミーが出来た時、東洋

研究所 はこれに所属 す ることにな った。プルー シェックが所長 とな り、

1953年 に大学 での教 育を止 めた。その時まで東洋研究所 に付属 して い た

東洋言語学校 も1952年 にプ ラハ言語学校4)に 東洋部 と して併合 されたが、

中国語 ・ア ラビア語 ・トルコ語 ・ペル シャ語 ・イ ン ドネシア語 ・ベ ンガ

リ語 ・ヘ ブライ語 ・ヒンデ ィー語 ・サ ンスク リッ トなどの教室の うち、

日本語教室 に通 う学生 の数が最 初か らいちばん多か ったのであ る。

プルー シェック教授 のあとを受 けっいで、 ヒルスカー女 史が カ レル大

学 の日本学講座 を担 当す ることにな った。1953年 に哲学部 の極東学 科 の

科長 にな り、1960年 以降 アジア ・アフ リカ研究部 を担 当 していた。 ヒル

スカー女史 は戦前、 日本滞在中に日本 プロ レタ リア文学 の代 表的 な作品

を読 み、戦後小林多喜二の 「蟹工船」、徳泳 直の 「太 陽 のな い街 」 な ど

の小説 を翻訳 し、プ ロレタ リア文学 を中心 に日本文学に関す る論文 を書

いた。1953年 にチ ェコスロバキアの最初 の日本史 も発表 した。

戦争中 に中断 した日本 ・チ ェコ交流 は、50年 代 の半ばまで殆 ど復 活 せ

ず、 日本研究 も大変困難であ った。東洋研究所 の図書館の 日本蔵書 は戦
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前 の出版物 しか な く、新 しい資料 、特 に文学の新作品 ・雑誌 などが チ ェ

コに入 らな くて、参考 にす ることが出来 なか った。

日本 ・チェコス ロバ キア国交 が1957年 に再開 された後、1958年 に ヒル

スカー女史が渡 日 して 、チェコ ・日本文化交流があ る程度復活 したが、

研究資料 は以前同様大変少 な く、研究 は主 に大正 ・昭和初期 までの資料

に基 づいていた。1950年 以降 、日本学を選択す る学生がかな り定期 的 に

(一年 お き)カ レル大学 に入学 して、1960年 代末 に はすで に20人 以上 の

日本学 の専門家が育 て られた。

1968年5月 に ヒルスカー女史が急逝 した後 、哲学部 の日本学教育 を担

当 したのがJ.プ ルー シェックの弟子の ノヴァーク(MiroslavNov稾)5)

で ある。 ノヴ ァークは語学研究 のほか、特に江戸時代 の文学 を研究 し、

芭蕉 ・西鶴な どの作品をチ ェコ語 に訳 した。俳句 の本質 に触れ る論 文 を

書 き、東洋演劇 の専門家D.Kalvodov竢� 史 と協力 して、「松 風」 とい う

題で 日本演劇 史 も書 いた。 ノヴァークは立派な教育者 として も名高 く、

現在 チェコスロバキ アで 日本研究 を発展 させ る日本学者 の若 い世 代6)は

殆 どノヴ ァークの弟子であ る。彼 の弟子 はチ ェコス ロバキアだけで はな

く、外国で も活躍 して いる。いわゆ るプ ラーグ言語学派 の構造主義 に基

づ く二 人 の 日本 学 者 、 オ ー ス トラ リア の モ ナ シ ュ 大 学 教 授J.V.

Neustupnyと イギ リスのシェフ ィー ル ド大学 のJi}fJelinekも ノ ヴ ァー

クの弟 子 にあた り、 日本 文学 の研究 家 で は、 シ ェフ ィ ール ド大学 の

MiriamJelinek女 史 とカナダの トロン ト大学 のA.Limanも プ ラハ 大学 出

身 で ノヴァー クの弟子 である。 ノヴァー クがチ ェコの日本学の方 法論 的

な基礎 をっ くり、彼 の書 いた 「日本語文 法」・「日本文学」・「日本文 字

入 門」な どの大学教科書 は基礎教材 とな って、再版 されて いる。 また ノ

ヴァー クは私小説 の研究 や近代現代文学の翻訳 など広 く活躍 した。彼 は
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1982年2月 に急逝 す る直前、清少納言 の 「枕草子」 と鴨長明の 「方丈記」

を訳 したが、 この翻訳 はノヴ ァー クの死後 出版 された。

1950年 代 と60年 代 をチ ェコスロバキ ア東洋研究 の黄金時代 といって も

過言 で はないだろ う。チ ェコスロバキア科学 アカデ ミー会員 に6人 もの

東洋学者7)が選 ばれ、プルーシェック所長下 の東洋 研究 所 の研究 活躍 は

上昇 の機運 にあ った。共同研究 プ ロジェク トは、60年 代の半 ば、チ ェコ

ス ロバ キアの東洋文学研究家が力 を合 わせて、世 界最 初の 「アジア ・ア

フ リカ作家辞典」 を編纂 して、1967年 に発表 した。1970年 代 に はこの辞

典 を もとに、英語版 もイギ リス と日本で 出版 された。その他 の共 同 プ ロ

ジェク トは、東洋近代文学 の成立 と発達 の研究 であ った。 このプ ロジ ェ

ク トには日本学者 のノヴァー クも参加 し、本 は 「出会 い と変換」 とい う

題で1976年 に発表 された。

1968年8月21日 のソ連 など五 力国軍事介入 の後 、チェコス ロバ キ アは

政治的 ・社 会的暗黒時代 に入 って、東 洋学研究 に とって も困難iの多 い時

代が始 まった。以前チ ェコス ロバキ アの科学 の誇 りとな って いた東洋 研

究 は 「一ブルジ ョアなまか じりの学問」 と指摘 されて、計画的 に荒 らされ

て いった。大学 の教師や東洋研究所の研究員達(プ ルー シェ ック所長 も

含めて)は 政治的理由で仕事 を辞 めさせ られ、大学で研究 され て来 た専

門的学 問が強制 的 に減 らされて いった。学生 の人数 も制限 され た。 チ ェ

コの東洋学 は昔か らフィロロギー研究、すなわち語学 と文学 の研究 が水

準 のいちばん高い分野であ ったが、1970年 以降、文学 と語学 関係 の講 義

も制 限 された。 日本 研究 も例外で はな く、ノヴ ァークの死後、 日本科 の

教 育内容 が一面 的にな って、政治学 ・経済学 などの講二義 や ゼ ミナールが

増 え、それに反 して 日本文学、特に古典 ・美術 ・日本思想な どの教育 は

貧弱 にな って しま った。東洋研究所の研究 の範囲 も狭 くなり、 この20年
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間のチ ェコス ロバ キアの日本研究家の業績は概 して、多 くの論文 ・著書 ・

翻訳な どは個人研究家 の自由な時間の努力 の収穫であ ると言 えよ う。

現在、日本研究 と日本語教育を行 な っているチェコス ロバキアの施設

はプ ラハの場合 、カ レル大学 の哲学部 のア ジア ・アフ リカ研究部 、 チ ェ

コスロバキア科学 アカデ ミー所属の東洋研究所 、ナープルステ ック博物

館、国立美術館 の東洋部 とプラハ言語学校 の東洋部であ る。1986年 に ス

ロバ キアの中心地 であ るブラチスラヴァ市 の コメニウス大学 に も日本学

科が 出来 て、主 に通訳者 ・翻訳者育成をめざ している。

3.チ ェコス ロバキ アの日本研究 の現状

東洋研究所 の研究員 の うち、日本学の専 門家 が二人 いる。 ノヴ ァー ク

の代表的な弟子 であ るフィア ラ(Kare1Fiala)は 京都大学 に数 年 間留 学

し、 日本の大学 の博士課程 を修得 した最 初のチ ェコ人で ある。言語学 者

のフィアラの専 門分野 は、中世 ・現代 日本語 の構文論 と文章論 の構造 的

研究であ る。国内 ・外 国で も数多 くの論文を発表 し、最近 「平家物語」

のチェコ語訳 ・注釈書 を完成 した。今年の4月 か ら、 フィアラ博士 は こ

の国際 日本文化研究 センターで一年間研究を続け る予定 になって いる。

東洋研究所の もう一 人の 日本研究員 、Ka塩Kabel6～fov6女 史 の研 究 対象

は日本文化、特 に能楽 と音楽であ る。

カ レル大学 アジア・アフ リカ研究部 の日本科 で、 今年 の冬 の学期 まで

担 当教師であ ったZolerikaVasiljevov竢� 史 は歴史 が専門で あ り、 日本 の

ファシズムと封建制度 の研究 を してい る。1986年 にマル クス主義 の観 点

にた った 「日本史」 を発表 した。AliceK:raemerov竢� 史 も主 に言 語研 究

を して、日本語教育 の担任教師 にな ってい る。今年の四月 には、70年 代

の初めまでア ジア・アフ リカ研 究部 の シー ニア・講 師で あ った。Vlasta
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Winkelh�erov竢� 史が カ レル大学 に戻 って、 日本文学 の講義 ・ゼ ミナー

ルの担当 にな る。カ レル大学 の日本学の教育 は五年制 にな っていて、 こ

の学期 は五 年生 と二年生 の学生 が併せて15人 在籍 してい る。

プラハのナ ープル ステ ック博物館 の東洋部の日本科長 ボハーチコヴァー

女史(LibuseBoh稍kou�)は 本博物館の所蔵 してい る豊富 な 日本収 集 の

美術品 ・工 芸品な どの研究 を している。根付 け ・大坂 プ リン ト・版 画 ・

刀の鍔 ・染 め物 の型 紙 な どにっ いて論 文 を書 き、1987年 にV.Winke1-

h�erov竢� 史 と共著 で 「扇 と刀 」 とい う日本文化史 を発表 した。ボハー

チ コヴァー女 史の活躍 のお陰で、ナープルステ ック博物館 の日本収集 が

多 くの展覧会 に出品 され紹介 された。博 物館 の発 行 して い るAnnalsof

theN穡rstekMuseumと いう年報 には日本物 質文 化 を論 じる記事 が殆 ど

毎 回載 せ られ る。

1986年 の秋 、ス ロバ キアの首都 の ブラチス ラヴ ァ市 のコメニウス大 学

に も日本研究科 が出来 、現在6～7人 の学生 が日本語 を勉強 して いる。

教育 では主 に現代語 が強調 され、通訳翻訳者 を育てて いる。担当教 官 は

東南 ア ジア ・太平洋地域 の比較言語学者 クルパ(ViktorKrupa)で ある。

日本語教育 を担 当 しているKarolKu儘aは 日本文学 を研究 し、 クルパ 教

授 と同 じく日本文学作品 のスロバキア語翻訳 で知 られて いる。

プ ラハ言語学校(外 国語学校)の 東洋部 の学生 の うち、 日本語 を勉 強

す る ものは5分 の1以 上(200人 前後)を 占めて い る。 この学 校 の 日本

科 は課程 の種類 が多 く、初級、中級 、上級 と国家試験準 備課程 があ り、

日本語 の国家試験 とデ ィプロマが受 け られるチ ェコスロバキ アの唯 一 の

一般成人向 けの教育施設 になってい る。東洋部 の日本学の専門家 は4名

で、IvanKrouskyは 特に 日本児童文学 の翻訳者 として知 られ、井伏鱒二、

松本清張 などの作品 も訳 し、言語学校 の日本語課程 の教材 にな って い る
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日本語教科書 も書 いた。 シュヴァルッォヴァー女史(ZolenkaSrarcov6)

とZora6ermakova女 史 も現代 日本文学の翻訳を し、 シュヴァルッォヴァー

女史 は日本語教 育の方法論 を研究 してい る。

プ ラハ の国立 美術 館の東洋部長 を長年勤 めてい たLuborH稻ekは 外 国

で もよ く知 られて いる日本 と中国 の美術 の研究 家 ・理 論家 で あ る。L.

H稻ekが 書 いた 日本陶芸 ・版画 ・グラフィックなどに関す る論文 は外 国

語 に も訳 され、極東美術の専 門家 に高 く評価 されている。

(1990年3月)
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な わ ち ジ プ シ ー 語)、 パ ー リ ー語 の 研 究 者

・OtakarPertold(1884-1965)イ ン ド、 ビ ル マ 、 ス リ ー ラ ン カ の 研

究

・JaroslavC6r呼(1898-1970)エ ジ プ ト学 者 、 ロ ン ド ン大 学 、 オ ッ

ク フ ォ ー ド大 学 の 教 授

・JanRypka(1886-1968)ペ ル シ ャ 、 トル コ文 学 の 研 究

　

2)JaroslavPrusざk(1906-1980)中 世 、 近 代 中 国 文 学 と 中 国 文 化 史 の

研 究 、1952～1971年 東 洋 研 究 所 の 所 長 、1955年 チ ェ コ ス ロ バ キ ア 科 学

ア カ デ ミ ー 会 員

3)VlastaHilskδ(1909-1968)日 本 文 学 の 研 究 、 カ レ ル 大 学 教 授 、 日
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チェコスロバキアにおける日本研究

本 文 学 の 翻 訳 者

4)プ ラハ 外 国 語 大 学 と も呼 ば れ る 。

5)MiroslavNov稾(1924-1982)日 本 文 学(俳 句 、 私 小 説)と 言 語 の

研 究 、 日本 文 学 の 翻 訳 者

6)KarelFiala(1946)

チェコスロバ キアで紹介 された日本文学作品

ABEKδbδ 安部公房

砂 の女 デ ン ドロカカ リヤ

他人 の顔 詩人 の生涯

友達 闖入者

人魚伝 棒

無 関係 な死 誘惑者

赤 い繭 ごろつ き

殻の卵 魔法のチ ョーク

AKUTAGAWARy甁osuke芥 川龍之介

羅生門

地獄変

蜘蛛 の糸

DAZAIOsamu

斜 陽

お さん

ヴィ ヨンの妻

トカ トン トン

薄明

鼻

河童

蜜柑

太宰 治

親友交観

桜桃

家庭の幸福

饗應夫人
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ENDOSh皛aku遠 藤 周 作

海 と毒 薬 沈 黙

FUKAZAWAShichirδ 深 沢 七 郎

楢 山 節 考 落 語 風 ポ ル カ

日 本 風 ポ ル カ 江 戸 風 ポ ル カ

FURUIYoshikichi古 井 由 吉

露 地 の 奥 に

FUTABATEIShimei二 葉 亭 四 迷

平 凡 其 面 影

HASEGAWAShirδ 長 谷 川 四 郎

鶴 悪 正 の 話

HAYAMAYoshiki葉 山 嘉 樹

セ メ ン ト樽 の 中 の 手 紙

"HeikeMonogatari"

平 家 物 語

HIGUCHIIchiyδ 樋 ロ ー 葉

に ご り え

HOSHIShin-ichi星 新 一

番 号 を ど う ぞ 空 へ の 門

ボ ッ コ ち ゃ ん お 一 い で て こ 一 い

IBUSEMasuji井 伏 鱒 二

黒 い 雨 屋 根 の 上 の サ ワ ン

IHA:RASaikaku井 原 西 鶴
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好 色 五 人 女

INDUEYasushi

闘牛

通夜の客

IWANOH�ei

毒 薬 を 飲 む 女

KAIKﾖTakeshi

好色一代女

井上 靖

猟銃

岩野泡鳴

裸 の 王 様

パ ニ ッ ク

KAJIIMotojir�

開高 健

巨人 と玩具

迷路

梶井基次郎

檸 檬

KAMOnoChδmei鴨 長 明

方 丈 記

K:AWABATAYasunari川 端 康 成

雪 国

名 人

伊豆 の踊 子

水 月

十六 才の 日記

山の音

死顔 の出来事

処女 の祈 り

KINOSHITAJunji

千羽鶴

眠れる美女

行 く人

弓浦市

川のある下町の話

夏の靴

ありがとう

木下順二

夕 鶴

KITAMorio北 杜 夫

チ ェコスロバキアにおけ る日本 研究
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楡家 の人 び と 竹

KOBAYASHITakiji小 林多喜二

蟹工船 党生活者

MATSUMOTOSeichδ 松本清張

点 と線 遭難

MATSUOBashδ 松尾芭蕉

奥の細道

MINAKAMITsutomu水 上 勉

雁の寺 桑 の子

越前竹人形 猿篭 の牡丹

竹 の花

MIsHIMAYukio三 島由紀夫

潮騒

MIURATetsuo三 浦哲郎

挙銃

NATSUMESδseki夏 目漱石

草枕 夢十夜

坊 ちゃん

NIWAFumio丹 羽文雄

厭が らせの年齢

NOMAHiroshi野 間 宏

真空地帯 顔のなかの赤い月

OEKenzaburδ 大江健三郎

遅 れてきた青年 ア トミック ・エイ ジの守護神

飼育
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00KAShδhei大 岡 昇 平

野 火

SEIShδnagon清 少 納 言

枕 草 子

SATAIneko佐 多 稲 子

キ ャ ラ メ ル 工 場 か ら

SHIGANaoya志 賀 直 哉

城の崎にて

清兵衛 と瓢箪

正義派

剃刀

網走まで

小僧の神様

襖

或る朝

好人物の夫婦

范の犯罪

TAKEDATaijun

真鶴

雪の遠足

灰色の月

母の死 と新 しい母

児を盗む話

転生

老人

焚火

台風

武田泰淳

ひか りごけ 蝮のすゑ

流人 島にて 士魂商才

TANIZAKIJun-ichirδ 谷崎潤一郎

細雪

蓼食ふ蟲

芦刈

盲目物語

春琴抄

夢の浮 き橋

刺青

お艶殺 し

チ ェコス ロバキアにおける 日本研 究
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母 を戀ふ る記

TUKUNAGASunao徳 永 直

太 陽のない街 妻 よねむれ

TSUJIKunio辻 邦生

夏 の砦

UEDAAkinari上 田秋成

雨月物語

UMEZAKIHaruo梅 崎春生

日の果 て 桜島

ポ ロ家 の春秋 記憶

狂い凧

YASUOKAShδtarδ 安 岡章太郎

質屋 の女房

YoKoMITsuRiichi横 光利一

機械 蠅

YOSHIDAKenkδ 吉田兼好

っれつれ草

「古今和歌集」の和歌

石川啄木の短歌

芭蕉の俳諧

石川啄木、萩原朔太郎、堀口大学、三好達治、高橋新吉、北園克衛

北川冬彦、中野重治、壷井繁治、西脇順三郎の詩
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CHIKAMATSUMonzaemon近 松 門 左 衛 門

心 中天 の網 島

KANZEMotomasa観 世元雅

隅田川

ZEAMIMotokiyo世 阿弥元清

忠度 綾鼓

松風

Kyδgen狂 言

二 人袴

チェコスロバ キアにおける日本研究

児 童 文 学

い ぬ い ・ と み こ 、 今 江 祥 智 、 仁 木 悦 子 、 山 中 恒 な ど の 作 品

日 本 に 関 す る 主 な 著 書 〔1945年 以 降 〕

V.Hilsk�:Japonsk馘ivadlo,Praha1947「 日 本 演 劇 」

V.Hilsk�:Dざjinyakulturalaponskるholidu,Praha1953「 日 本 国 民 の 歴

史 と 文 化 」

J.aV.Winkelh�erov�:Stopohled甁aJaponsko,Praha1964,1970,1973

「日 本 百 景 」

Slovikspisovatel涬sieaAfriky,1.,IL,Praha1967「 ア ジ ア ・ ア フ リ

カ 作 家 辞 典 」1.,II,.

D.Kalvodov�,M.Nov稾:Vitrvpiniich,Praha1975「 松 風 」

(日 本 の 演 劇 史)

Z・Vasiljevov�:DざjinyJaPonska,Praha1986「 日 本 史 」

L.Boh66kova,V。Winkelh�erov�:V筍irame乙 一Kapitolyzd61inlaponske
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'k
ultury,Praha,1987「 扇 と 刀 ・ 日 本 文 化 史 の 章 」

大 学 の 教 科 書

V.hrdliどkov6,V.Winkelh�erov�,A.Pultr:Zem6pisnテahospod6rskナ

prehled(,iny,KorejeaJaponska,Praha1957「 中 国 、 日 本 、 朝 鮮 の 地 理

と 経 済 の 入 門 」

Z.Vasiljevov�:Novodob鹽駛ingJaponska,Praha1964「 近 代 日 本 史 」

V.Winkelh�erov�:Citankanovinovychaodbornychtext硤japonstiny,

Praha1970「 新 聞 と 専 門 日 本 語 の テ キ ス ト の 読 本 」

Z.Vasiljevov�:Pov稷ecn飩aponsko,Praha1972「 戦 後 の 日 本 」

Z.Vasiljevov�:PolitickyvyvojJaponska1868-1945,Praha1976「 日 本 の

政 治 発 展1868-1945」

M.Nov稾:Japonsk稷iteraturaL,Praha1977「 日 本 文 学1.」

M.Nov稾,V.Winkelh�erov�:Japonsk稷iteraturaII.,Praha1977「 日

本 文 学II.」

J.Vochala,M.Nov稾,V.Pucek:Uマoddo演nsk6ho,japonsk馼oaKorejsk馼o

t

pisma,Praha1978「 中 国 、 日 本 、 朝 鮮 の 文 字 の 入 門 」

M.Nov稾:GramatikajaponξtinyI.,Praha1980「 日 本 語 の 文 法1.」

M.Nov稾:Gramatikajapo語tinyH.,Praha1982「 日 本 語 の 文 法II.」

Z.Vasiljevov�:FeudalismusvzemichD稷n馼oVychodu,Praha1983「 極 東

諸 国 に お け る 封 建 主 義 」

A.Kraemerov�:Z稾ladnikursjapon6tiny,Praha1988「 日 本 語 の 初 級 」

M.Nov稾:Japonsk稷iteraturaI.,Praha1988「 日 本 文 学1」

M.Nov稾,V.Winkelh�erov�:Japonsk�1iteraturaII.,Praha1989「 日

本 文 学IL」(新 増 版)'
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